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4．　考　　　　察

〃lrgC九mα間ね　〝ダ〃gの被筈は草丈並びに室数に認めら

れるが．特に密植区の垂数の減少が甚だしい．しかし生

再期の差よりも稔実の阻鶉の方が大きいものの様に考え

られる．即ち，接種区は相室．或は1仇旧粗景が低下しこ

の傾向は特に密櫓区で甚だしい・

これを本虫の発生消長より考察すれば，本虫はRl植後

間もなく侵入し，組織内で緩慢に緊相するが，地温ほほ

冴Cの時期には侵入並びに繁殖も甚だしくなり，8月上

中旬には最高に達し，その後はネタサレのために虫はむ

しろ減少する．一方稲の拉致決定には数多くの研究凝結

があるが．本線虫の場合は，所謂漸進的なものであり，

早魅処理試畝等の急進的なものとは趣き奇異にするもの

であって．このために柁数等に明腑を差異があらわれず，

その後の成熟すなわち稔蛋或は1∝旧だ重等の玲実l淵係に

その影響があらわれるものと推察される．密柚にむいて

これらの影響が明瞭にあらわれることは，同一条件の施

肥立のため，密植区は肥料不足の影響も‖たものと思わ

れるが，史には，密楯による稲自体の生理的差異に肱く

ものであると考えられ，今後の検討にまちたレ㍉
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青森県一打瓢地方における水稲の深層追肥の

品種の特典性に関する研究

田　　村　　繁　　司

（再　森　鵜　戊　試）

本　　田　　勝　　雄

（再森県展試五戸支場）

1．ま・えがき　　　　　　　　　　　　　　　　2・試験方法

青森県においては．昭和別年以降・水稲の早植組増を　　深層追肥法は・技術として完成したものでをレのであ

益々多収にするため．深層追肥なる技術が検討されてい　るが・一応第1衣のような試験条件とし，トンネル式畑

る．筆者等は．五戸支那掛ハて，これに対する品種の　苗2本植（15×諾）m・2粂並木（≦株／3伽）・1

反応の特異性を知ろうとし次の実験を行った・　　　　区0が　3区制　任意配列とした・
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p　深層追肥は，共立方．〝製上層消お注入器にて媒蓑水溶液注入

ハ　穂肥区は，幼稔形成期，追肥区は10口前とす・

但，1兆1年は，トワダを基準とし，7月15日劇一とした．
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他は2ヶ年共試

吉．　試　験　成　績

各年次別の分散分析表（〟．S）を第2衣に示す・

第2衣　　主要形質の分散分析表

簸　観察による倒伏程度を数値化して計算した．

施肥条件と品種の交互作用を見ると，出穂期．倒伏程

度．成熟臥　梓長．穂民．穂数は，1腫年のⅠ区の品種

×ブロックの分散に比して小さく，主効果に比しても極

めて小さい．全重，玄米重も品種×ブロックの分散に

甚（9），多（7），中（5），少（2），撒く1），無（0）

比して大きいものではないが，主効果に此しては，他形

質の様に小さいわけではない．

施肥条件による出穂紺，倒伏程度，成熟期，梓良，穂

良，棟数の動きを，品種を一括平均して第1図に元十・
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帯1図　施肥条件による諾形‾質の変異の屏式図

少肥土少多肥となる忙したがい出穂．成熟が連れ．穂

数．市長．頼長が大とな少，倒伏が増す．1淡2年のⅢ区

（〃6句浅層元肥プラス幼樵形成期10日前〃4．5晦深層

追肥）も．単なる多肥全層区のように変異している．深

層追肥すれば（特に少肥元肥）．出穂が並で語数が滅じ．

帝長特に穂長を伸ばし．わずかに倒伏を増し成熟を晩ら

せてレ、る．

全書．玄米重の品種間差異を．第2．3図に示す．

第2国

施肥条件による
全重．玄米重の品
種間差異（1％1）

1粥1年は，全重が全量全層区大で早晩性に比例してい

るが，玄米重が晩生種の全量全局区が極めて少収である・

特に革の繁茂の大である陸羽1記号．農林1号．巴まさ

少等が極端で全室も少い．1腫年は，全重が少肥に比し・

嘗層施肥特に単なる多肥全層に近い生育相であった・〃

－6毎洩層元肥プラス幼穂形成期10日的〃4．5晦深層追肥

‾区が各品種とも大で．概ね早晩性に比例している．玄米

重は，一標準肥浅膚元凪と，これにブラス深層穂肥区とが

畳並で，全重の最大となった幼♯形成期10日前羅層追肥

区が少収で（19成年は8月β日以降極端に日照不足で1

ケ月間作間時間でしかなかった）ある・特に．繁茂の大

である．藤坂4号仁奥羽172号；オイラ七．巴まき少；

農林1号は．これら減収度合が極端である・一般阿，革

の繁茂の度合と倒伏とは．正の相関が強いようである・
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第3図　施肥条件による全量玄米重の品種間差異（1兆2）

4．　考　　　　察

深層追肥は．出穂を遮らせることなく，分けつは一般

に減ずるが．語長．後期栄養を強調する施肥法と考えら

れる．しかし，昔の少肥Kくらべれば，やはり多肥であ

ることになる．多肥或は深層追肥による．革の繁茂，出

穂性．倒伏などに品種間の特異性が見られず．主として

全重．玄米重の動きに品種特異性があるようである．こ

のように，革状に対するものとしての全室．玄米重の成

立する過程を充夷，玄米効率がきまる過程と考えること

が出来よう．

充実．玄米効率向上に対する後期栄養は，本試験によ

れば．早晩性に比例（早生少く．晩生に多い■）するもの

と考えられ．少くとも全量の増は晩生種に大である，しかし

一面，繁茂性の大きい品種は倒伏などによれ効率の低

下が大であ少，特に晩生種は本地帯としては豊熟不良年

の頻度が大であると考えられる・
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